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拡張版アカデミックゲートモデルの考え方

海外での日本
語学習機会の
提供
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結婚

家族形成

永住資格取得
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の掘り起し
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雇用（採用／昇進）
システムの多元化
就職・就労支援

教育環境の整備
アルバイト

（生計維持）

出典：明石純一（2019）「平成30年入管法改正をめ

ぐる一考察：その歴史的意味と『外国人材』受入れ
のこれから」『法律のひろば』72（4）、加筆修正あり。・日本語を学ぶ（外国）～日本語を学ぶ（日

本）～日本語で学ぶ（日本） ～日本語で働く
（日本）

・入学、単位取得、卒業、就活、契約更新と
いう多層的な選抜過程

明石構成員
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出典：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社政策研究事業本部
「留学生・高度外国人材の受け入れの実態と課題」（2018年）
規制改革推進会議保育・雇用ワーキンググループ資料１より抜粋
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東北大学総長
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大胆な国際化が切り拓く日本の未来 2

 研究大学の魅力を発信し、世界から優秀な留学生を獲得
し、キャンパスそのものを魅力ある国際的環境とすること
は、留学生のみならず、そこで学ぶ国内学生が国際的環境
で切磋琢磨する機会を提供する。また海外留学を指向する
きっかけともなる。インバウンド・アウトバウンド双方の
学生、そして外国人教員も交えたダイバーシティに富んだ
オープンでボーダレスなキャンパス*の形成は、わが国に必
要な世界との人的ネットワーク構築に大きく寄与。（*含むキャン

パス整備）

 日本をリードする研究大学にとって、こうした環境の構築
は不可欠である。東北大学でも文科省施策や独自財源の投
入も含め努力を重ねてきた。しかし、研究大学全体として
の大きな変革を実現するには、大胆な制度改革などの政府
からの後押しが不可欠。



先進的で魅力的なキャンパスの整備 3

【優秀な留学生の受入れ拡大に向けて】
・国際的な研究力・競争力の強化とともに、世界中の優秀な
学生を惹きつけられる、先進的な教育研究環境を備えた
魅力的なキャンパスの整備が不可欠。

・スタートアップ支援やグリーン戦略の実現とともに、
新たなイノベーション創出の舞台となる
戦略的・魅力的なキャンパス・施設づくりが求められる。

・国が進めるイノベーション・コモンズの先取りも有効。
・なお多くの研究大学を擁する国立大学では施設の老朽化が深刻化

（イノベーション・コモンズの事例）
・UCサンディエゴ校では、研究スペースの分散
化や経年による機能低下を解消するため、
2022年に「Franklin Antonio Hall」を整備。

・Digital Future（テクノロジーが人々の健康と
幸福を支援）をビジョンに、イノベーション
エコシステムの構築と多様な分野における民間企業とのコラボレーションの舞台となる設計。

シンガポール国立大学（QS:11位）
（ Start Up Singapore Life ホームページより）

MIT（QS:1位）メディアラボ
（Architype Review Inc.のホームページより）

UCSD Franklin Antonio Hall
（Perkins＆Willのホームページより）

UCSD Franklin Antonio Hall
（UniversityofCaliforniaのホームページより）

（老朽化率約34％）



大胆な国際化が切り拓く日本の未来 4

 優秀な外国人留学生の獲得は、国内学生にとってもグ
ローバルな環境での教育機会の確保、世界とのネット
ワーク構築に大きく寄与。世界と共存し発展ある未来
を作り上げる上で不可欠

 国際的に人材獲得競争が熾烈になっている中で、我が
国の研究大学は、優秀な外国人材を惹きつけるポテン
シャルがある。従来の学生定員の概念にとらわれない
大胆な策を講じることが必要

 特に、我が国の研究力を大きく支える国立大学では、
教育の正当な対価として外国人留学生授業料を別途設
定出来るようにすべき

 加えて、優秀な人材が世界から集い活躍できる就職・
起業環境や雇用慣行の構築が重要

教育未来創造会議
（第4回）提出資料



世界と日本 ～留学生比率と学費～ 5
日・米・英の学部留学生比率の比較
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教育未来創造会議
（第4回）提出資料



外国人留学生が就職時に直面する課題
（東北大学の実例） 6

高度外国人材として就職する場合に切り替える「技術・人文知識・
国際業務」ビザは、専門性が問われるために柔軟な進路選択が
できない場合も生じている。

ベンチャー企業から内定をもらったが、当該企業における高度外国人材の必要性へ
の評価や、本人の専門性との関係への評価から、ビザの切り替えが不許可となり、
帰国（博士前期・理系）

在学中からアルバイトをしていた外食産業に正社員としての就職を希望し、内定を
もらったが、職務内容と本人の専門が合致せず、ビザ切り替えが不許可（博士前
期・理系）

日本固有の雇用慣行等への理解、適応が難しい。

エンジニアとして働くことを希望し、第一希望のメーカーに就職した。日本企業の
ジョブローテーションより本社での管理業務部門に配属されたが、職務内容に慣れ
ることができず、1年ほどで転職を決意（博士前期・理系）

教育未来創造会議
（第4回）提出資料



『IDE現代の高等教育』No.616

maeda-si
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『IDE現代の高等教育』No.616



第5回 未来創造会議提出資料

2022.10.27
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提出資料



海外派遣
留学概念
再構築

外国人
受入れ

提言ポイント



留学概念
再構築

① 留学の重要性（WHY）を再定義する

- 留学で何を培うことができるのか
- 留学がもたらすメリット等

② 留学をもっと身近な存在にする
- 海外 = 欧米だけではないということをもっと政府としても発信し、海

外留学に対するハードルを下げる



海外派遣

① 主要大学に海外のオンライン学習プラットフォームと外資系企業出身者に
よる「グローバルキャリア授業」を導入する

- CANVASの導入
*p.5に参考資料あり 

② 留学をもっと身近な存在にする
- 海外 = 欧米だけではないということをもっと政府としても発信し、海外留

学に対するハードルを下げる
- 海外留学経験のあるインフルエンサー x トビタテ留学JAPANの

TikTok、Youtube発信
- 高等教育における第２外国語の導入（英語、中国語、韓国語、スペイン

語等）
- トビタテ！留学JAPANが提携している海外の教育機関と

「ONLINE AFTER SCHOOL」を設立し、海外の高校生と日本の高校生
をオンラインで交流させる

③ グローバル視点の教師を増やす
- トビタテ！留学JAPANが提携している海外の教育機関に属する教員と

日本の教員との留学制度をつくる







① 日本での教育、生活、その後のキャリアジャーニーの解像
度を上げる

- p.8~9参考資料 カナダ政府のように小学校〜プロフェッショナルまでの
ステップ、費用、具体的な方法などが記載する等

② JSL （JAPANESE AS A SECOND LANGUAGE）の導
入

③ 主要大学における留学生向け企業インターンシップの
枠を増やす

外国人
受入れ







大学院の外国人留学生(2019年）
• 留学生の場合は、大学院生全体の構成よりも人文科学、社会科学、芸術、その他の割合が高く、逆に、理学、

工学、保健、教育の割合が低い（表１）。

• 中国は社会科学、東南アジアは農学、北米は理学とその他、独仏伊は工学の割合が、大学院生全体の学科構
成比よりも高い（図１）。

留学生 全体
学 生 数
（人）

構 成 比
(%)(a)

学 生 数
（人）

構 成 比
(%)(b)

a/b

人文科学 4946 9.9 15323 6.5 1.53
社会科学 11091 22.2 21732 9.2 2.42
理学 2516 5.0 19171 8.1 0.62
工学 13274 26.5 79303 33.5 0.79
農学 2649 5.3 12178 5.1 1.03
保健 3753 7.5 42279 17.8 0.42
商船 23 0.0 61 0.0 1.79
家政 129 0.3 1061 0.4 0.58
教育 1333 2.7 10124 4.3 0.62
芸術 1610 3.2 5198 2.2 1.47
その他 8730 17.4 30542 12.9 1.35
合計 50054 100.0 236972 100.0

資料出所：文部科学省「平成元年学校基本調査」より作成
注）1. 研究科の修士課程と博士課程の合計の学生数

2.「その他」には、総合科学、国際関係学、人文・社会科学関係の
国際コミュニケーション学、グローバルスタディズなどが含まれる。

資料出所：文部科学省「平成元年学校基本調査」より作成
注）1. 全体は表１のa/bを示す。国（地域）別の統計も同様の方法で算出。

2．東南アジアは、ベトナム、ラオス、カンボジア、タイ、マレーシア、
シンガポール、ミャンマー、インドネシア、東チモール、フィリピン、
ブルネイの11か国、北米はアメリカ、カナダの2か国を含む。

3. 留学生50054人に占める割合は韓国・朝鮮4.8％、中国60.7％、東南
アジア14.6％、北米1.1％、独仏伊1.1％である。

早稲田大学 村上由紀子

表１ 図１
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大学学部
韓国・朝鮮 中国 東南アジア 北米 独仏伊 全体

大学学部の外国人留学生（2019年）

留学生 全体
学 生 数
（人）

構 成 比
(%)(a)

学 生 数
（人）

構 成 比
(%)(b)

a/b

人文科学 11457 14.4 365163 14.0 1.03
社会科学 38406 48.2 836408 32.1 1.50
理学 1438 1.8 77997 3.0 0.60
工学 11148 14.0 380452 14.6 0.96
農学 960 1.2 77100 3.0 0.41
保健 1973 2.5 332815 12.8 0.19
商船 3 0.0 406 0.0 0.24
家政 871 1.1 71601 2.7 0.40
教育 1058 1.3 189343 7.3 0.18
芸術 4045 5.1 72920 2.8 1.82
その他 8253 10.4 204943 7.9 1.32
合計 79612 100 2609148 100

資料出所：文部科学省「平成元年学校基本調査」より作成
注）1.全体は表2のa/bを示す。国（地域）別の統計も同様の方法で算出。

2.図１の注２に同じ
3. 留学生79612人に占める割合は韓国・朝鮮16.9％、中国49.5％、東南
アジア20.2％、北米0.8％、独仏伊0.2％である。

資料出所：文部科学省「平成元年学校基本調査」より作成
注）表１の注2に同じ

• 留学生の場合は、学部生全体の構成よりも、社会科学、
芸術、その他の割合が高く、逆に、理学、農学、保健、
教育の割合が低い。

• 北米と独仏伊の「その他」に偏った分布

表2

図2



外国人留学生の受入れ・日本人学生の海外派遣及び 

初等中等教育段階からの国際感覚の育成について 

令和４年１０月２７日 
広島県知事 湯﨑英彦 

外国人留学生の受入れ・日本人学生の海外派遣の活性化のためには，次の視点が必要。 

【大学の魅力向上】 

○ 世界各国が優秀な学生の獲得を進める中で，我が国が優秀な留学生を確保するため

には，大学の魅力向上に注力することが必要である。

 米国など先進地の状況を含め，優秀な学生がどのような大学を選択しているか，ま

た留学生が留学先を選択する時に重視することは何かなどを分析し，留学生にとって

の大学の魅力は何かを整理したうえで，それに対応する大学の魅力向上策を検討し，

計画的に投資を行っていくことが重要である。 

〇 なお，魅力向上策のひとつとして，日本では比較的軽視されている大学のハード整

備への投資が考えられる。 

魅力的なキャンパスを形成するためには，ソフトとハードを合わせて整備すること

が重要であり，キャンパス全体を構築し直すことは困難であっても，広島大学におけ

る「ミライクリエ」のようなイノベーションハブ的拠点など，一部機能についてでも

ソフトとハードを合わせた整備を行い，魅力的な空間を作ることが必要ではないか。 

〇 さらに，トップレベルの留学生を獲得するためには，海外を含めたトップクラスの

教授陣を招聘することも必要と考えるが，そのようなトップクラスの教授の居住施

設も，グローバルなレベルで満足してもらえるようなものを整備することも必要と

考える。 

【分野を決めた積極投資】 

○ 同時に，戦略的に分野を決めたうえで，そこに積極的に投資を行うことも必要。

例えば

・ 既に競争力のある日本の大学の学部等については，留学生の受入れ数を拡大す

るとともに，授業料や生活費などを助成する仕組みを作り，トップレベルの留学

生を確保する。

maeda-si
テキストボックス
湯﨑構成員
提出資料



・ 日本の社会・文化等の研究者について，奨学金などを支給し，積極的に受け入

れを行うことで，日本の理解者を増加させる。

など分野を絞り，「トップ学生」と「日本の理解者」を増やす取組を戦略的に行うこと

を検討してはどうか。 

【高校段階からの連携】 

○ このためには，大学だけではなく，高校からの取組も重要である。

まずは，高校での１年以上の長期交換留学を促進し，日本に来る高校レベルでの留

学生を増加させ，それにより姉妹校提携や国際交流プログラムの推進を図り，日本に

興味を持つ人を増やすべきである。 

こうした取組は，大学等の高等教育における外国人留学生を増加させるとともに，

早い段階からの国際交流の経験は，日本の若者の国際感覚や留学意識の向上に寄与し，

日本人の大学・大学院での留学派遣の増加に繋がると考える。 

【本県の初等中等教育段階からの国際感覚育成等の取組】 

〇 本県では，中等教育段階から国際感覚を身につけるための取組を行うとともに，乳

幼児期や初等教育においてもその土台を作るため，首尾一貫した教育に取り組んで

いる。 

 本県の主な取組

《初等中等教育》

・広島叡智学園中学校・高等学校の開校

グローバルな場でも活躍できるリーダーの育成を目指し,広島叡智学園中学

校・高等学校を平成 31 年４月に開校。 

生徒全員が一貫した国際バカロレアの教育プログラムを履修する全国初とな

る公立学校であり，高等学校では生徒の３分の１が海外からの留学生等。また，

ほぼ全ての授業を原則英語で実施。３年間の教育でＩＢ資格と日本の高等学校卒

業資格を取得。 

・異文化間協働活動の推進

全ての小・中・高等学校において異文化間協働活動が活発に行われ，必要なグ

ローバルな教育環境を整備するため，異文化間協働活動支援員を設置

・全ての県立学校での姉妹校提携

特別支援学校も含めた全ての県立学校で海外の学校と姉妹校提携を行い，その

姉妹校等の受入の支援やオンラインを活用した姉妹校交流等の支援 



 本県のその他の取組

《乳幼児期・初等中等教育》

・「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プラン，「学びの変革」アクションプラ

ンの実施

異文化の受入の基礎となる，多様性を受け入れ，様々な人とのよい関係を築く

「人とかかわる力」の育成や，小・中・高等学校における課題発見・解決学習を

はじめとした「主体的な学び」を促す教育活動を推進。 

《高等教育》 

・ものづくりグローバル人材の育成

産学官が連携し，「広島県ものづくりグローバル人財育成協議会」を設立し，

広島大学大学院に優秀な理工系留学生を受け入れ，日本型ものづくりのノウハウ

を活かした教育プログラムの実施や奨学金の支給を通じて，県内企業の高度外国

人材採用を支援 



広島大学フェニックス国際センターMIRAI CREA の設置

項 目 内 容 備 考

施設の用途 国際交流拠点施設

開 館 令和3年10月27日 令和2年10月15日着工

建設用地 広島大学東広島キャンパス（東広島市鏡山） 大学会館東側、交通結節点に隣接

主要機能 ①イノベーション創出機能
②交流拠点機能
③居住機能（居住施設68室）

構造規模：RC造７階建て一部鉄骨造

延床面積：3,968㎡
事 業 費：約15億円

諸 室 1階 多目的スペース、管理事務室、カフェ、
小会議室、コミュニティーキッチン等

2階 大会議室、オフィス、小会議室 ラウ
ンジ等

3～7階居住施設（全68室）、交流ラウンジ

（居室内訳）
留学生用居室 34室
バリアフリー居室 3室
単身研究者用居室 25室
家族研究者用居室 4室
トップ研究者用居室 2室

主要な機能など

■多様な人々の交流による賑わい
づくりと「知識の循環」

グローバル展開により、海外からトップ研究者や
留学生を呼び込み、様々な交流で、地域の「知
の拠点」として知識の循環を育む。同時に、地域
の国際化の推進、地域の活性化に取り組む。

■イノベーション・ハブによる新事業
の創出

世界と結ぶグローバルイノベーションの連結点（ハ
ブ）として、様々な立場・職種の人々がアイデアや
シーズを生み、新事業につなげていく運営を行う。

■安全で快適な空間（居住施設）の
提供

海外のトップ研究者や優れた留学生を対象とし
て、一定レベル以上の快適で安全な居室を提
供する。生活スタイルに応じて、複数の居住空
間を活用する。

■周辺施設との連携による効果的な
管理運営

ラーニング・コモンズやセミナー室など、学習・集
会機能を有する東図書館や食堂、売店、集会室
など、生活・集会機能を有している大学会館との
連携を図り、この一帯の賑わいを創出する。

「知の拠点」として人々の知識の循環を育み、イノベーションハブとして誰もが気軽に利用・参加できる施設
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